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研究成果の概要（和文）：近年、技術開発を目的としたものではなく、ビジネス系学部との商品開発を目的とし
た産学連携プロジェクトも増えている。産学連携においては参加した学生の学習に関する研究が多い中、本研究
では企業側の担当者とその所属組織が何をどのようにプロジェクトから学習を行っているのかというプロセスに
ついて研究した。研究成果として、担当者が大学と企業の間を行き来する中で、得られた知識を自社内で他のメ
ンバーが使う日常的に使用する資料に落とし込んで習慣化させて組織行動を変えたり、得られた資料をもとに社
内でプロジェクトでの手法を試すことで理解を定着させていることがわかった。

研究成果の概要（英文）：In recent years, industry-academic collaboration with business faculties for
 product development rather than technology development is increasing. In industry-academic 
collaboration, most of the researches are related to the learning of the students who participated 
in the project, but in this study, the learning process of participants from the company　was 
studied. As a result of the research, the knowledge gained by the participants as they moved back 
and forth between the university and the company was put into daily materials used by other members 
to make it the organizational habit and change organizational behavior, and the participants tested 
and consolidated his knowledge based on the material they got.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義については、産学連携における実践共同体における組織間学習についてのプロセスについて明らかに
した。共同体内学習、共同体内学習、循環的学習、複眼的学習という共同体内で複数の学習タイプの組み合わせ
とそれによる組織変化の関係性である。社会的意義については、複数の学習タイプと組織変化との関係性が明ら
かにできたことから、産学連携における企業側にも学習を促すプロジェクトデザインの基礎資料となるものであ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年大学は社会人基礎力や業務遂行能力の育成を社会から求められるようになり，その育成手
段として，学生による企業に対する商品企画提案や企業の課題解決活動などといった産学連携
プロジェクト型の授業がビジネス系の学部を中心に行われている．プロジェクト型の教育はそ
の効果や成果について言及されることが多く，活動を通じた学生の能力向上とその評価に対す
る研究や能力向上をベースとした効果的な授業デザインについての研究は多数なされている．
しかしその一方で，産学連携プロジェクトの連携先である企業に注目をした研究は少ない． 
実際には学生だけではなく，企業，教員それぞれに新たな視点や知識の獲得といった「学習」
が存在する（森田・木戸，2014）．産学連携プロジェクトが相互の知識やアイデアを共有して学
習し価値を共創する行為であると捉えると，このようなプロジェクトは組織間学習システムで
あると捉えられる．組織間学習は慣性の打破を促し組織変革に繋がるなど研究上の意義はある
にも関わらず，「参加者および参加者の所属組織の，プロジェクトを通じた認知や行動の変化」
といった具体的な学習プロセスやメカニズムについての検討もまたあまりなされていない．以
上より，産学連携における組織間学習について研究を行うことは意義があると考えられた． 
 
２．研究の目的 
 Argyris and Schon（1978）によれば，組織の学習は個人の学習とは異なり，個人の認識や行
動の変化が組織の記憶やシステムに統合されることで生じるため，個人の学習の集積であると
は言いがたい．組織間学習について理解するには，プロジェクトにおける企業側のコーディネー
ター的な役割を持つ参加者の認知や行動の変化に加えて，対境担当者による組織への波及効果
や関係者の認知や行動の変化を別途検討する必要がある．本研究では，産学連携プロジェクトを
組織間学習システムと捉え，参加者やその所属組織の関係者に対する調査を行い，プロジェクト
を通じた対境担当者および所属組織の認知や行動の変化のプロセスおよびメカニズムについて
明らかにする．本研究では特に，「相互学習の存在の確認」から発展をし，プロジェクトを通じ
た「組織間の学習のプロセスやメカニズム」に着目をする．産学連携プロジェクトを組織間学習
システムと捉え，プロジェクトを通じた対境担当者およびその所属組織の認知や行動の変化に
ついて明らかにすることが目的である． 
様々な産学連携プロジェクト型教育が行われているが，特に商品企画・開発活動のプロジェク
トに着目をして調査をする．社会科学系学部の産学連携プロジェクトに関する調査で商品企画
関連のプロジェクトを実施済みとしている比率が 70％以上と高い点（中山，2011）と申請者も
同様のプロジェクトを 2011年以降毎年行っている点から，研究の実施可能性が高いためである． 
以上より，最終的には「効果的な組織間学習を促す産学連携プロジェクトデザインのポイント
と連携モデル」を提示する． 
 
３．研究の方法 
 産学連携プロジェクトと組織間学習に関する先行研究を踏まえ，産学連携プロジェクト形式
で商品開発を行った企業を訪問し，商品開発担当者およびその責任者や商品開発組織のメンバ
ーを対象に，教員や学生との相互作用や産学連携プロジェクトを通じての知識や意識，行動の変
化についてインタビュー調査を行った． 
調査対象は２か所あり，そのうちひとつの企業へは商品開発プロジェクトを担当した開発担
当者 1名とその上司 1名に対して実施をした．2017 年 9 月に開発担当者に対して，2017 年 12 月
に開発担当者と上司が同席する形で両者にインタビューを行った．インタビューは調査者と被
調査者の対面方式で行われ，時間は 1時間半程度であった．  
もう１か所は大学との商品開発プロジェクトを担当した開発担当者１名とその上司１名であ
る．2018 年 3 月にインタビューを行った．いずれも調査者と被調査者の対面方式で行われ，時
間は１時間半程度であった．インタビュー方法は半構造化インタビューであった．商品開発プロ
ジェクトを通じて学べた点，商品開発プロジェクトを通じて学べたことが仕事においてどのよ
うに影響をしているか，学べたことが組織に対して影響を与えていたか等について聞き取り調
査を行い，その後インタビュー内容を分析した． 
 
４．研究成果 
先行研究の整理より，産学連携における商品開発プロジェクトは「実践共同体」であると定義
された．実践共同体とは「あるテーマに関する関心や問題，熱意などを共有し，その分野の知識
や技能を持続的な相互交流を通じて深めていく人々の集団」（Wenger, McDermott & Snydel, 2002）
であり，主たる目的は「学習」である．既存研究のいずれの目的にも学習の要素が含まれている
点や学習がその後にもたらされる成果の前提となっているためである（松本，2015）．実践共同
体での学習は状況的学習と位置付けられる（Lave & Wenger，1991）．学習における他者との相互
作用に注目し，単に個人に内化するプロセスとは考えておらず，共同体における古参者に対して
新参者が参加していく「正統的周辺参加」プロセスである（石山，2018）．ターゲットユーザー
という消費者としての古参者である学生と知識や理論面における古参者である教員が存在する
場に対して，企業側の商品開発担当者が新参者として参加し両者から学習をするという関係性
を鑑みた際に，産学連携での商品開発プロジェクトは，企業側担当者，教員，学生によって構成
される実践共同体であると言える．そこで本研究では実践共同体における学習（松本，2015）を



踏まえ，参加者がどのように表１に示される学習スタイルを使い分けながら学習をし，組織への
影響を与えているのかについて分析をした． 

 

表 1 実践共同体における学習スタイル 

 低次学習・高次学習 

低次 高次 

実践共同体からの内

的・外的方向性 

外的 共同体外学習 複眼的学習 

内的 共同体内学習 循環的学習 

※松本（2015）をもとに筆者が作成 
 
インタビュー結果に基づき，学習された内容を知識や態度のタイプごとに分類し，各知識や態
度はどのような学習スタイルを通じて学習されたかということについて整理をした．ユーザー
やターゲットに関する意識の学習については「共同体内学習」と「複眼的学習」の両スタイルが
伴っていた．また商品開発全体像や流れ・スケジュールについては「共同体外学習」と「循環的
学習」によって学習がされていた． 
換言すれば「実践共同体内でのユー
ザーからの共同体内学習と往還によ
る複眼的学習」「自社内における共同
体外学習と往還による循環的学習」と
いう2点の企業担当者の学習が組織内
に影響を与え，社内の行動の変化を引
き起こしていたということである．そ
して「社内人工物」の存在が組織への
長期的な影響を与える可能性もまた
示唆された．これは企業担当者がプロ
ジェクトを通じて学んだ内容を，企業
内で日常的に使われるツールに落と
し込んだ結果としてプロジェクト非
経験者もまた同様の行動を取ること
が促され，組織内に定着していった 
ということである．組織内に存在していなかった行動の促進により，組織変革に繋がっていた． 
また，新たな手法の学習を行う際には，組織内に学習時と相似形の実践機会を持ち，学習の痕
跡を持つ人工物を通じた内省を行うことで商品開発担当者の手法への理解がより促進されうる
ことが明らかにされた．これは例えば産学連携プロジェクトで実施をした内容と近しいものを
人事採用におけるインターンシップに応用して行う，といった学習機会である．再度相似形のプ
ロセスを経験することで，プロジェクト内で提示された手法および思考法への理解が進み，態度
や行動への変化が表れていた． 
これらより，産学連携プロジェクトにおける組織間学習モデルとして図 1に整理を行った．本
研究における成果は以上である． 
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図 1. 産学連携プロジェクトにおける組織間学習モデル 
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